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県
高
校
総
体
、
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

決
勝
は
沖
水
同
士
の
対
戦
。
金
城
智

大
選
手
の
対
戦
相
手
は
、
九
州
選
抜

３
位
の
実
力
を
も
つ
同
校
３
年
、
奥

本
克
真
選
手
。
こ
れ
ま
で
、
乗
り
越
え

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
大
き
な
壁

で
し
た
。
「
決
勝
戦
の
こ
と
は
よ
く

覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
集
中

で
き
て
い
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
初

め
て
の
経
験
で
し
た
」
と
振
り
返
り

ま
す
。
相
手
が
打
っ
て
き
た
ら
ね
ば

り
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
打
ち
抜
く
。

自
分
の
プ
レ
ー
ス
タ
イ
ル
を
貫
い
た

金
城
選
手
が
接
戦
を
制
し
、
２
年
生

な
が
ら
シ
ン
グ
ル
ス
、
ダ
ブ
ル
ス
、
団

体
の
３
冠
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
赤
嶺
靖
監
督
は
「
金
城
は
テ
ク

ニ
ッ
ク
、
ス
ピ
ー
ド
と
抜
群
の
セ
ン

ス
を
持
っ
て
い
る
。
奥
本
も
、
強
い
先

輩
た
ち
を
乗
り
越
え
て
強
く
な
っ
て

き
た
。
そ
の
奥
本
を
金
城
が
一
つ
乗

り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
沖
水
の

選
手
た
ち
は
、
こ
う
し
て
強
く
な
っ

て
き
た
ん
で
す
よ
」
と
沖
水
チ
ー
ム

の
強
さ
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

　
来
年
８
月
、
沖
縄
県
で
開
催
さ
れ

る
全
国
高
校
総
体
。
糸
満
市
で
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。
金

城
選
手
は
「
糸
満
で
生
ま
れ
育
ち
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
と
出
会
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
一
戦
一
戦
が
大
切
。
来
年

の
全
国
大
会
で
、
応
援
し
て
く
る
市

民
の
皆
さ
ん
に
恩
返
し
が
し
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。
　

「
ま
だ
ま
だ
強
く
な
れ
る
」
と
赤
嶺

監
督
。
金
城
選
手
、
沖
水
チ
ー
ム
の
進

化
は
止
ま
ら
な
い
。

沖縄水産高校
男子バドミントン部
部員は20人。県下無敵の同校は、

来月８月２日から大阪府で開催

される平成21年度全国高校総体

「2009近畿まほろば総体」で

上位入賞を目指す。

糸満高校
女子バドミントン部
部員は 24人。６月の県大会を終

え、２年生主体の新チームの課

題は「基礎体力の強化」。来年糸

満市で開催される全国高校総体

に向け最強のチームを目指す。
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ふたりの
チャンピ
オン

　
高
校
最
後
の
県
高
校
総
体
を
シ
ン

グ
ル
ス
、
ダ
ブ
ル
ス
の
２
冠
で
締
め

く
く
っ
た
上
村
麻
衣
選
手
。
上
村
選

手
は
、
那
覇
市
首
里
の
出
身
で
す
。

「
最
初
は
、
知
り
合
い
も
い
な
か
っ

た
の
で
つ
ら
か
っ
た
」
と
慣
れ
な
い

土
地
で
の
高
校
生
活
を
振
り
返
り
、

チ
ー
ム
の
明
る
さ
や
同
級
生
に
支
え

ら
れ
た
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　
真
喜
屋
篤
監
督
は
、
上
村
選
手
に

つ
い
て
「
県
内
で
は
、
一
般
も
含
め

敵
無
し
の
実
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

自
分
自
身
に
対
し
て
厳
し
さ
を
も
っ

て
い
る
選
手
で
、
人
の
２
倍
、
３
倍
、

必
死
に
練
習
し
て
い
ま
す
。
後
輩
た

ち
に
い
い
影
響
を
も
た
ら
し
て
く
れ

ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
県
大
会
を
終
え
た
今
、
チ
ー
ム
は

既
に
後
輩
の
２
年
生
に
引
き
継
が
れ

て
い
ま
し
た
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の
上
原

ち
さ
と
選
手
（
西
崎
出
身
）
は
県
大

会
で
上
村
選
手
と
ダ
ブ
ル
ス
を
組
み

優
勝
。
「
今
年
は
団
体
を
逃
し
た
の

で
、
来
年
こ
そ
、
後
輩
の
上
原
に
は
団

体
、
シ
ン
グ
ル
ス
、
ダ
ブ
ル
ス
の
３
冠

を
目
指
し
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を

送
り
、
来
年
糸
満
市
で
開
催
さ
れ
る

全
国
高
校
総
体
に
向
け
て
「
出
来
る

限
り
後
輩
の
力
に
な
り
た
い
」
と
話

し
ま
す
。
伝
統
校
「
糸
満
」
の
強
さ

が
あ
る
の
は
、
途
絶
え
る
こ
と
の
な

い
「
絆
」
が
あ
る
か
ら
。

　
上
村
選
手
は
高
校
卒
業
後
の
進
路

と
し
て
実
業
団
入
り
を
目
指
し
「
仕

事
も
で
き
て
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
も
強
い

選
手
に
な
り
た
い
」
と
明
る
い
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し
た
。
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摩
文
仁
丘
陵
の
頂
上
部
の
黎
明
之

塔
辺
り
か
ら
、
摩
文
仁
集
落
を
と
ら

え
た
一
枚
。
一
九
五
八
年
九
月
の
撮

影
。
茅
葺
き
の
家
屋
が
多
数
を
占
め

る
な
か
、
瓦
葺
き
や
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
建
物
も
い
く
つ
か
姿
を
み

せ
る
。
集
落
の
周
囲
に
は
サ
ト
ウ
キ

ビ
畑
や
芋
畑
が
広
が
る
。

　
中
央
を
左
右
に
延
び
る
道
路
は
現

在
の
国
道
三
三
一
号
。
手
前
に
延
び

る
道
路
は
健
児
之
塔
方
面
に
続
く
。

観
光
客
を
乗
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

大
型
バ
ス
が
、
砂
塵
を
あ
げ
な
が
ら

ゆ
っ
た
り
と
し
た
速
度
で
集
落
を
行

く
。
道
路
沿
い
カ
ー
ブ
の
内
側
、
窪
ん

で
見
え
る
の
は
地
元
の
人
々
か
ら

「
ミ
ン
タ
マ
ヤ
ー
グ
ム
イ
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
池
で
あ
る
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
文
化
課 (    

八
四
〇
―
八
一
六
二
）
ま
で
。

収
獲
で
忙
し
い
中
、
ド
ラ
ゴ

ン
フ
ル
ー
ツ
園
の
仲
宗
根
智

恵
子
さ
ん
を
は
じ
め
関
係
者

の
皆
さ
ん
に
協
力
し
て
も
ら

い
、
今
回
の
特
集
を
完
成
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
広
報
紙
づ
く
り
は
街
づ
く

り
そ
の
も
の
。
こ
れ
か
ら
も

皆
さ
ん
と
一
緒
に
魅
力
あ
る

広
報
紙
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

ひ
か
れ
、
多
く
の
品
種
を
収
集
し
交

配
さ
せ
独
自
の
品
種
を
開
発
。
コ

チ
ョ
ウ
ラ
ン
だ
け
で
約
２
０
０
品
種
、

農
園
全
体
の
90
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め

て
い
ま
す
。
「
ア
ラ
カ
キ
・
ブ
ラ
ッ

ク
イ
ー
グ
ル
」
「
ア
ラ
カ
キ
・
エ
ン

ジ
ェ
ル
サ
マ
ー
」
な
ど
は
質
が
高
く
、

９
品
種
が
英
国
王
立
園
芸
協
会
に
新

品
種
と
し
て
登
録
。
世
界
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
台
湾
か
ら
注
文
も
あ
り

「
台
湾
で
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
嬉
し

い
。
台
湾
を
拠
点
に
ア
メ
リ
カ
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
に
進
出
し
て
い
き

た
い
」
と
海
外
販
売
も
視
野
に
。

　
農
業
大
学
校
卒
業
後
、
台
湾
で
１

年
半
、
ラ
ン
栽
培
を
学
ん
で
き
た
真

さ
ん
に
つ
い
て
「
台
湾
と
沖
縄
で
は

環
境
が
異
な
り
ま
す
。
台
湾
の
や
り

方
が
沖
縄
で
通
じ
る
と
は
限
ら
な
い
。

経
験
を
積
ん
で
学
ん
で
ほ
し
い
。
将

来
は
ネ
ッ
ト
販
売
が
主
流
に
な
る
の

で
、
息
子
に
ま
か
せ
た
い
」
と
紫
吉

さ
ん
。
真
さ
ん
は
「
ラ
ン
は
高
価
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
手

ご
ろ
で
育
て
や
す
い
品
種
も
あ
り
ま

す
。
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
の
魅
力
を
、
皆
さ

ん
に
伝
え
て
広
め
て
い
き
た
い
。
コ

チ
ョ
ウ
ラ
ン
と
言
え
ば
『
ア
ラ
カ

キ
』
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
品
種
を
県
内
外
、
世
界
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
農
園
を
大
き
く
し
て
い

き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。

 

「
ア
ラ
カ
キ
」
を
世
界
へ
。
二
人
の

思
い
の
こ
も
っ
た
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
が

世
界
中
に
溢
れ
、
花
開
く
日
は
近
い
。

学
び
、
以
来
37
年
の
栽
培
歴
を
有
し

ま
す
。
「
交
配
さ
せ
て
商
品
と
し
て

売
り
出
す
の
に
３
年
。
予
想
以
上
の

花
を
咲
か
す
こ
と
も
あ
れ
ば
、
そ
の

逆
も
あ
る
。
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で

す
」
と
、
ラ
ン
栽
培
の
魅
力
を
話
す

新
垣
さ
ん
親
子
。
特
に
台
湾
品
種
の

持
つ
色
鮮
や
か
な
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
に

　
糸
満
市
字
真
栄
平
で
洋
ら
ん
園
を

営
む
新
垣
紫
吉
さ
ん
（
57
）
、
真
さ
ん

（
24
）
さ
ん
親
子
。
親
子
２
代
で
洋

ラ
ン
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
紫
吉
さ
ん
と
洋
ラ
ン
と
の
出
会
い

は
、
農
林
高
校
時
代
。
農
業
祭
で
展
示

さ
れ
た
洋
ラ
ン
に
魅
せ
ら
れ
、
卒
業

後
、
愛
知
県
で
ラ
ン
栽
培
の
技
術
を

摩文仁遠景

東

風

平

朝

正

の

撮
っ
た
い
と
ま
ん

東風平 朝正東風平 朝正

甦

る

記

憶

vol .18
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
東
風
平
朝
正
さ
ん
が
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
六
〇
年
代
に

か
け
て
撮
影
し
た
写
真
の
中
か
ら
、
毎
月
一
枚
を
取
り
上
げ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

マ
イ
ス
タ
ー
と
は
、
ド
イ
ツ
語
で
親
方
・

名
人
・
匠
な
ど
、
専
門
技
術
を
身
に
つ
け

た
職
人
を
意
味
し
ま
す
。

こちんだ　ちょうせい
1923年生まれ。
那覇市出身。1947年糸満
高校を振り出しに教員生
活を出発。50年代末頃に
給料2ヶ月分の金額をは
たいてカメラを購入。糸
満の風景や人々の暮らし
に関心をよせ、漁港風景
や祭りを中心に撮影。現
在も写真を撮り続けてい
ます。

糸満市の魅力を発信！情報

提供は、行政経営課・広報担

当までご連絡ください ！

　　840-8246
※今回受賞し

た特集は糸満

市役所ＨＰで

見ることがで

きます。

[ 
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糸
満
の
技
術
・
伝
統
を
支
え
る
人
々

糸
満
マ
イ
ス
タ
ー

糸
満
マ
イ
ス
タ
ー

糸
満
マ
イ
ス
タ
ー

Vol.1

「アラカキ」を世界へ

Itoman　Meister

洋ラン栽培農家 新垣紫吉さん、真さん
あらかき　　しきち まこと

　
日
本
広
報
協
会
主
催
「
２

０
０
９
年
全
国
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
」
で
、
昨
年
発
行
し

た
「
広
報
い
と
ま
ん
9
月

号
」
の
カ
ラ
ー
特
集
「
豊
か

な
自
然
が
は
ぐ
く
ん
だ
南
国

の
果
実
　
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー

ツ
の
世
界
」
が
写
真
部
門

（
組
み
）
で
総
務
大
臣
賞
（
特

選
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
作
品
は
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー

ツ
の
開
花
か
ら
収
獲
ま
で
の

様
子
を
特
集
し
た
も
の
で
す
。

総
務
大
臣
賞
を
受
賞

総
務
大
臣
賞
を
受
賞

総
務
大
臣
賞
を
受
賞
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月月 ７
スポーツスポーツ
イトマンイトマン 

Sports Itoman

【
期
日
】
７
月
21
日
〜
23
日
（
３
日
間
）

【
時
間
】
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

【
場
所
】
美
々
ビ
ー
チ
い
と
ま
ん

【
対
象
】
小
学
４
年
生
〜
中
学
生

【
申
し
込
み
方
法
】
先
着
順
　
定
員
あ
り

【
申
し
込
み
先
】
社
会
体
育
課

　
　
８
４
０
・
８
１
６
４

【
申
し
込
み
締
め
切
り
】
７
月
15
日

【
保
険
料
】
６
０
５
円
　
ス
ポ
ー
ツ

　
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
す
の
で
受

　
講
決
定
者
は
社
会
体
育
課
へ
ご
持

　
参
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】
中
耳
炎
、
心
臓
病
な
ど
の

　
疾
病
保
有
者
、
ま
た
は
医
師
の
診

　
断
に
よ
り
入
水
を
禁
止
さ
れ
て
い

　
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

【
期
間
】
７
月
27
日
〜
８
月
７
日
（
土
・

　
日
を
除
く
10
日
間
）

　
平
成
21
年
度
沖
縄
県
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
軟
式
野
球
交
流
大
会
南
部
Ｂ
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
が
５
月
９
、
10
、
31
日

に
西
崎
球
場
・
他
４
会
場
で
開
催
さ

れ
、
糸
満
市
・
豊
見
城
市
・
八
重
瀬
町
・

南
城
市
か
ら
33
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
　
大
里
シ
ャ
ー
ク
ス

準
優
勝
　
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
少
年
野
球

　
今
大
会
は
九
州
大
会
の
派
遣
が
か

か
っ
た
大
会
で
あ
り
、
本
市
か
ら
は

パ
ー
ク
タ
ウ
ン
少
年
野
球
が
派
遣
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　

　
６
月
７
日
に
第
５
回
糸
満
市
ミ
ニ

バ
レ
ー
選
手
権
大
会
が
34
チ
ー
ム
参

加
の
下
、
西
崎
総
合
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
大
会
は
ミ
ニ
バ
レ
ー

の
普
及
振
興
と
親
睦
が
目
的
で
、
各

部
門
で
は
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男
子
の
部
　
優
勝
　
潮
平
ゴ
ー
ヤ
ー

　
準
優
勝
　
キ
ー
ハ
ン
タ
ー

女
子
40
歳
以
上
の
部
　
優
勝
　
ハ
ッ
ピ
ー

　
マ
マ
　
準
優
勝
　
な
ん
く
る
な
い
さ

混
成
40
歳
未
満
の
部
　
優
勝
　
ジ
ャ
ス

　
ミ
ン
コ
メ
ス
　
準
優
勝
　
Ｍ
Ｖ
潮
平
７

混
成
50
歳
以
上
の
部
　
優
勝
　
す
ん

　
糸
満
市
・
豊
見
城
市
清
掃
施
設

組
合
で
は
、
灰
溶
融
施
設
の
建
設

計
画
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
そ

の
施
設
が
周
辺
地
域
の
生
活
環
境

に
及
ぼ
す
影
響
を
あ
ら
か
じ
め
調

査
、
予
測
、
評
価
し
、
そ
の
影
響
の

程
度
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

必
要
な
保
全
対
策
を
施
設
整
備
計

画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
法
律

に
基
づ
い
て
次
の
と
お
り
縦
覧
等

の
手
続
き
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
の
設
置
に
関
し
利

害
関
係
を
有
す
る
人
は
、
生
活
環

境
の
保
全
の
見
地
か
ら
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
施
設
の
名
称

　
糸
豊
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
灰
溶

　
融
施
設

②
実
施
し
た
生
活
環
境
調
査
の
項
目

　
大
気
質
、
騒
音
、
振
動
、
悪
臭

③
縦
覧
の
場
所

　
＊
糸
満
市
・
豊
見
城
市
清
掃
施

　
　
設
組
合
事
務
局
（
糸
満
市
字

　
　
束
里
74
番
地
の
１
）　

　
＊
糸
満
市
市
民
部
　
生
活
環
境

　
　
課
（
糸
満
市
字
潮
崎
１
丁
目

　
　
１
番
地
　
糸
満
市
役
所
２
階
）

　
＊
豊
見
城
市
市
民
健
康
部
　
生

　
　
活
環
境
課
（
豊
見
城
市
字
翁

　
　
長
８
５
４
番
地
の
１
　
豊
見

　
　
城
市
役
所
２
階
）

④
縦
覧
の
期
間
等

　
平
成
21
年
７
月
１
日
（
水
）　
か

　
ら
平
成
21
年
７
月
31
日
（
金
）　

　
ま
で

　
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
（
土

　
日
祝
祭
日
は
除
く
）

⑤
縦
覧
手
続
き

　
縦
覧
受
付
簿
に
必
要
事
項
（
住

　
所
、
氏
名
）
の
記
入
が
必
要
で
す
。

⑥
意
見
書
の
提
出
先
お
よ
び
提
出

　
期
限

【
１
】
意
見
書
の
提
出
先

　
上
記
縦
覧
場
所
と
同
じ

【
２
】
意
見
書
の
提
出
期
限

　
平
成
21
年
８
月
１
日
（
土
）　
か

　
ら
平
成
21
年
８
月
14
日
（
金
）　

　
ま
で

【
３
】
提
出
様
式

　
所
定
の
様
式
を
用
い
て
く
だ
さ

　
い
。
様
式
は
縦
覧
場
所
に
準
備

　
し
て
い
ま
す
。

糸
満
市
・
豊
見
城
市
清
掃
施
設
組
合

　
　
９
９
７
・
３
０
７
８

　
糸
満
市
で
は
、
第
４
次
総
合
計

画
を
市
民
参
加
の
下
で
行
う
よ
う

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の
方

法
と
し
て
、
市
民
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
を
設
置
・
開
催
し
ま

す
。
活
動
の
内
容
は
、
糸
満
市
の
ま

ち
づ
く
り
に
対
し
て
多
く
の
市
民

が
意
見
を
出
し
合
い
、
そ
れ
を
ま

と
め
総
合
計
画
審
議
会
に
市
民
の

声
と
し
て
届
け
て
い
き
ま
す
。
つ

き
ま
し
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
市
民
を

次
の
よ
う
に
募
集
し
ま
す
。

①
暮
ら
し
の
部
会
（
地
域
作
り
、

助
け
合
い
、
支
え
合
い
な
ど
）

②
平
和
、
環
境
、
文
化
、
観
光
部
会

（
平
和
の
発
信
、
戦
跡
の
保
全
、

環
境
の
保
全
、
地
域
資
源
の
保

全
・
地
域
に
根
ざ
し
た
観
光
振

興
な
ど
）

③
育
み
あ
い
部
会
（
子
育
て
、
学
校

　
教
育
、
生
涯
学
習
な
ど
）

④
街
と
ま
ち
ぐ
わ
ー
部
会
（
市
場

　
周
辺
、
西
崎
商
店
街
、
地
域
商
店

　
の
活
性
化
な
ど
）

⑤
産
業
育
成
部
会
（
農
業
、
水
産
業
、

　
建
設
業
、
商
業
な
ど
の
活
性
化

　
な
ど
）

⑥
明
日
の
役
所
を
語
る
部
会
（
行

　
財
政
改
革
、
協
働
推
進
、
ま
ち

　
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
）

【
１
】
期
間
は
平
成
21
年
７
月
か

　
ら
平
成
23
年
３
月
ま
で

【
２
】
定
員
は
、
各
部
会
10
人
程

　
度

【
３
】
交
通
費
、
謝
金
の
支
給
は

　
あ
り
ま
せ
ん

【
４
】
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
役

　
割
は
決
定
機
関
で
は
な
く
総
合

　
計
画
審
議
委
員
会
へ
の
提
言
に

　
な
り
ま
す
。

【
５
】
会
の
開
催
回
数
は
、
各
年

　
度
５
回
程
度
（
詳
細
は
各
部
会

　
の
判
断
に
よ
る
）

【
６
】
参
加
希
望
者
は
参
加
希
望

　
部
会
名
称
、
応
募
の
動
機
な
ど

　
を
所
定
の
用
紙
に
書
い
て
事
務

　
局
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
様
式
は
事
務
局
に
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。
選
考
結
果
は
事

　
務
局
か
ら
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

政
策
推
進
室
　
担
当
　
新
垣
、
伊
敷

　
　
８
４
０
・
８
１
２
２

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
問
い
合
わ
せ

　
条
件

　
じ
ゃ
１
　
準
優
勝
　
街
の
と
ま
と

エ
ン
ジ
ョ
イ
の
部
　
優
勝
　
Ｍ
Ｖ
サ

　
ス
ケ
　
準
優
勝
　
Ｍ
Ｖ
ゆ
う
な
　

女
子
40
歳
未
満
の
部
　
優
勝
　
ニ
ラ

　
イ
カ
ナ
イ
　
準
優
勝
　
５
年
１
組

　
毎
月
第
２
火
曜
日
は
「
ナ
イ
ト

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
日
」
。
体
育
指
導

委
員
と
一
緒
に
楽
し
く
歩
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
６
月
は
54
名
の
参
加
が
あ
り
、
子

ど
も
と
参
加
し
た
丸
山
博
美
さ
ん

（
西
崎
町
）
は
「
家
族
で
楽
し
く
歩
け
、

良
い
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
る
。
こ
れ

か
ら
も
定
期
的
に
参
加
し
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
月
明
か
り

の
下
、
心
地
良
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

【
内
容
】
ス
ト
レ
ッ
チ
お
よ
び
ウ
ォ
ー

　
キ
ン
グ
指
導
、
４
〜
５
ｋ
ｍ
程
度

　
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

【
日
時
】
７
月
14
日
（
火
）
毎
月
第
２

　
火
曜
日
19
時
30
分
（
直
接
、
お
越

　
し
く
だ
さ
い
。）

【
集
合
場
所
】
西
崎
陸
上
競
技
場
　

※
傷
害
保
険
な
ど
は
各
自
で
ご
加
入

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
社
会
体
育
課

　
　
８
４
０
・
８
１
６
４

毎
月
第
２
火
曜
は
「
ナ
イ
ト

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
日
」
７
/
14 

募集

報告報告

募集募集

夏
休
み
少
年

少
女
水
泳
教
室

沖
縄
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
軟

式
野
球
南
部
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

潮
平
ゴ
ー
ヤ
ー
優
勝
！
　
第
５

回
市
ミ
ニ
バ
レ
ー
選
手
権
大
会

灰
溶
融
施
設
整
備
事
業
に
係
る

生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
の

縦
覧
等
の
手
続
き
に
つ
い
て

募集

「
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
〜
基

本
編
〜
」
参
加
募
集

夏
休
み
少
年
少

女
カ
ヌ
ー
教
室

【
時
間
】
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

【
場
所
】
潮
平
小
学
校
プ
ー
ル

【
対
象
】
小
学
３
年
生
〜
６
年
生
で

　
泳
げ
な
い
児
童

【
選
考
方
法
】
抽
選
↓
決
定
通
知

【
受
付
期
間
】
７
月
７
日
〜
17
日

※
申
し
込
み
書
は
社
会
体
育
課
で
準

　
備
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
社
会
体
育
課

　
　
８
４
０
・
８
１
６
４

【
保
険
料
】
カ
ヌ
ー
教
室
に
同
じ

【
そ
の
他
】
カ
ヌ
ー
教
室
に
同
じ

【
日
時
】
７
月
12
日
（
日
）

　
10
時
〜
12
時
30
分

【
場
所
】
西
崎
陸
上
競
技
場

【
対
象
】
一
般
（
健
康W

a
lk

〜

　
マ
ラ
ソ
ン
を
目
指
す
方
）

【
講
師
】R

unne
rsS
upport

　

　
企
画
代
表
　
座
安
　
晃

【
内
容
】
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
必
要
と
さ

　
れ
る
基
本
的
な
動
き
（
ス
ト
レ
ッ

　
チ
〜W

a
lk

〜
ラ
ン
ニ
ン
グ
〜
筋
力

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
の
ア
ド
バ
イ
ス

【
受
講
料
】
無
料

【
準
備
】
ス
ポ
ー
ツ
の
出
来
る
格
好
、
飲
み
物

【
申
し
込
み
】
電
話
で
受
付
。
当
日

　
受
付
も
可
能
。
定
員
あ
り
。

【
問
い
合
わ
せ
】
社
会
体
育
課

　
　
８
４
０
・
８
１
６
４（
担
当
・
福
元
）

出身校：豊見城南高校
福岡国際マラソン　５位（日本
人２位）
沖縄マラソン　優勝
別府マラソン　2位
シドニーマラソン　3位
ユニクロ女子陸上部監督
記録：10000M 　29分16秒
　　マラソン　2時間10分17秒

■講師プロフィール■

   7  6



　
美
々
ビ
ー
チ
い
と
ま
ん
で
6
月

26
日
「
美
々
ビ
ー
チ
い
と
ま
ん
・

糸
満
消
防
署
合
同
水
難
救
助
訓

練
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
本
格
的
に
迎

え
、
水
難
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
糸
満
消
防
署
と

美
々
ビ
ー
チ
い
と
ま
ん
ス
タ
ッ
フ

と
の
水
難
救
助
活

動
の
連
携
を
密
に

す
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
。

　
訓
練
は
、
美
々

ビ
ー
チ
内
で
遊
泳

中
２
人
の
溺
者
が

発
生
し
た
の
を
想

定
し
て
、
救
急
隊

員
、
ラ
イ
フ
ガ
ー

ド
に
よ
る
救
助
訓

練
、
応
急
手
当
訓

練
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
関
係
者
は
「
夏

休
み
は
水
難
事
故
の

増
加
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
海
域
で
の
レ
ジ

ャ
ー
は
注
意
し
て
く

だ
さ
い
」
と
水
難
事

故
防
止
を
呼
び
か
け

て
い
ま
し
た
。

美
々
ビ
ー
チ
い
と
ま
ん
で
水
難
救
助
訓
練

　
糸
満
市
内
の
各
小
・
中
学
校
の

児
童
・
生
徒
代
表
50
人
が
参
加
し

て
「
小
・
中
学
生
と
平
和
に
つ
い

て
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
糸
満
」

が
６
月
11
日
、
県
平
和
祈
念
資
料

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
沖
縄
戦
か
ら
何
を
学
び
、
平
和

に
つ
い
て
ど
う
考
え
、
行
動
す
べ

き
か
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
を
発
表
。

真
壁
小
学
校
６
年
の
安
谷
屋
美
鈴

さ
ん
は
、
祖
母
の
体
験
談
か
ら

「
あ
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
生
き
延
び
た

お
か
げ
で
今
の
私
が
生
き
て
い
る

ん
だ
と
感
謝
し
ま
し
た
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
私
に
伝
え
て
く
れ
た
戦

争
の
恐
ろ
し
さ
と
平
和
の
大
切
さ

を
み
ん
な
に
伝
え
て
い
き
た
い
」

と
意
見
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
大
人
側
の
意
見
交
流
者
と
し
て

参
加
し
た
、
沖
縄
戦
体
験
者
の
大

城
藤
六
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
の

意
見
を
聞
い
て
、
沖
縄
戦
が
子
ど

も
た
ち
に
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
で
き
安
心
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
し
っ
か
り
学
ん
で
平

和
の
世
の
中
を
築
い
て
く
だ
さ

い
」
と
伝
え
ま
し
た
。

１/漁場まで手作りイカダで移動！　２/見て見て！こんなに

たくさん獲れたよ！　３/モズク狩りを体験！　４/海の遠足、

楽しいなぁ！！！

２

３

４

１

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
、
み
ん
な
に
伝
え
た
い

日
本
一
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て

　
昨
年
11
月
に
上
演
さ
れ
大
好
評

を
博
し
た
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
白
銀

堂
」
の
実
行
委
員
会
（
金
城
武
信

委
員
長
）
は
、
収
益
金
の
一
部
を

本
市
の
人
材
育
成
基
金
へ
寄
付
し

ま
し
た
。

　
市
長
室
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で

金
城
委
員
長
は
「
市
民
の
皆
さ
ん

の
協
力
で
素
晴
ら
し
い
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
を
上
演
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
と
寄
付
金
を
贈
呈
。

　
上
原
市
長
は
「
本
市
の
子
ど
も

た
ち
が
生
き
生
き
と
し
た
す
ば
ら

し
い
舞
台
で
し
た
。
市
の
人
材
育

成
に
有
効
に
活
用
し
ま
す
」
と
お

礼
を
述
べ
ま
し
た
。

人
材
育
成
に
寄

付
。
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
白
銀
堂

　
６
月
10
日
、
糸
満
市
役
所
で
、
子

育
て
支
援
事
業
の
「
ぬ
く
ぬ
く
」

「
ぽ
か
ぽ
か
」
に
よ
る
作
品
展
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
作
品
展
で
は
、
活
動
の
中
で
制
作

し
た
作
品
が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
も

笑
顔
。
「
ぬ
く
ぬ
く
」
「
ぽ
か
ぽ

か
」
の
お
母
さ
ん
た
ち
も
笑
い
が

絶
え
ず
、
と
て
も
楽
し
そ
う
な
雰
囲

気
で
し
た
。

「
ぬ
く
ぬ
く
」

「
ぽ
か
ぽ
か
」

作
品
展

モ
ズ
ク
狩
り
へ
。
持
参
し
た
袋

い
っ
ぱ
い
に
も
ず
く
を
詰
め
、
そ

の
場
で
口
に
す
る
園
児
も
。

　
「
見
て
、
触
れ
て
、
味
わ
っ
て
」

糸
満
の
自
然
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。

　
市
内
の
み
つ
る
保
育
園
は
6
月

９
日
、
北
名
城
海
岸
で
「
モ
ズ
ク

狩
り
体
験
」
を
行
い
ま
し
た
。
糸

満
も
ず
く
産
業
（
大
城
忠
社
長
）

の
協
力
で
、
同
園
が
毎
年
実
施
し

て
い
る
も
の
で
、
４
歳
か
ら
５
歳

の
園
児
32
人
と
保
護
者
20
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
豊
作

だ
と
話
す
大
城
さ
ん
の
案
内
で
、

園
児
は
、
海
の
生
き
物
を
観
察
し

な
が
ら
、
１
キ
ロ
沖
合
に
あ
る
漁

場
を
目
指
し
徒
歩
で
移
動
。
　

　
漁
場
に
つ
い
た
園
児
は
一
斉
に

見
て
、
触
れ
て
、
味
わ
っ
て
！

モ
ズ
ク
狩
り
を
体
験
！

１１

　
６
月
16
日
、
糸
満
警
察
署
（
国

吉
盛
一
署
長
）
か
ら
上
原
裕
常
市

長
へ
ち
ゅ
ら
ん
さ
ん
運
動
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
が
記
さ
れ
た
バ
ッ
ジ
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
ち
ゅ
ら
さ
ん
運
動

と
は
、
犯
罪
を
減
ら
し
て
日
本
一

安
全
な
沖
縄
県
を
目
指
す
県
民
総

ぐ
る
み
の
運
動
で
す
。

　
国
吉
署
長
は
「
ち
ゅ
ら
さ
ん
運

動
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
推

進
し
て
、
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

１/意見を述べる生徒の皆さん　２/大

人側の意見交流者として参加した大城

藤六さん　３/今回のフォーラムは、

糸満市では初めての取り組みです

1

1

2

3
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風
化
次
世
代

記
憶

化化
次次

  11  10

風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い

記
憶
を
次
世
代
へ

　「
慰
霊
の
日
」を
前
に
、
沖
縄
戦
を
風
化

せ
さ
る
こ
と
な
く
次
世
代
に
正
し
く
伝

え
よ
う
と
、
市
内
各
地
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
糸
満
市
で
は
「
慰
霊
の
日
」
の
1
週
間

前
を
「
平
和
週
間
」
と
定
め
「
糸
満
市
平

和
祈
念
祭
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。祈
念

祭
で
は
、遺
族
連
合
会
や
婦
人
会
な
ど
が

参
加
し
て
「
平
和
の
礎
」
表
面
を
奇
麗

に
ふ
き
取
り
、
沖
縄
尚
学
高
校
国
際
交

流
部
は
今
年
の
１
月
、
本
市
で
発
生
し

た
不
発
弾
事
故
に
つ
い
て「
本
当
の
意
味

で
の
戦
争
は
終
わ
っ
て
い
な
い
。二
度
と

戦
争
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
、数
々
の

問
題
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
」と
意
見
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
沖
縄
戦
で
、
住
民
の
過
半
数
が
犠
牲

と
な
っ
た
字
米
須
で
は
、
映
写
会
「
記
録

さ
れ
た
沖
縄
戦
・
語
ら
れ
る
沖
縄
戦
」
が

上
映
さ
れ
ま
し
た
。映
写
会
で
は
、
沖
縄

県
公
文
書
館
が
保
管
し
て
い
る
11
人
の

米
須
出
身
者
の
「
沖
縄
戦
証
言
記
録
」
を

「
沖
縄
戦
の
映
像
」
と
合
わ
せ
て
公
開
。来

場
者
は
、
次
々
と
流
れ
て
く
る
証
言
者
の

声
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。映
写
会
の
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
し
た
三
和
中
学
校

の
生
徒
た
ち
は
「
戦
争
の
話
し
や
映
像
を

見
て
、
私
た
ち
が
戦
争
の
こ
と
を
伝
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。沖
縄
戦
を
生
き
抜
い
た
人
た
ち
か

ら
命
の
バ
ト
ン
を
引
き
継
い
だ
私
た
ち
に

課
せ
ら
れ
た
役
割
に
つ
い
て
考
え
て
い
き

た
い
」と
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　
6
月
23
日
「
慰
霊
の
日
」、
平
和
祈
念

公
園
で
「
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。追
悼
式
に
は
約
５
、
０

０
０
人
が
参
列
し
、
戦
没
者
の
ご
冥
福
と

世
界
の
恒
久
平
和
を
願
い
、
祈
り
が
さ
さ

げ
ら
れ
ま
し
た
。沖
縄
戦
で
犠
牲
と
な
っ

た
約
24
万
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る

「
平
和
の
礎
」
や
戦
後
最
も
早
く
住
民
の

手
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
慰
霊
塔
「
魂
魄

の
塔
」
な
ど
に
は
、
朝
早
く
か
ら
多
く
の

遺
族
ら
が
訪
れ
、
涙
を
流
し
な
が
ら
線
香

や
花
を
手
向
け
る
姿
が
途
絶
え
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
戦
後
64
年
が
経
過
し
、
沖
縄
戦
の
体
験

者
も
、
沖
縄
戦
に
つ
い
て
語
る
人
も
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。厳
し
い
戦
場
の

中
を
生
き
抜
い
て
き
た
人
々
が
い
た
か
ら

こ
そ
、
今
の
平
和
の
時
代
が
築
か
れ
、
今

の
私
た
ち
が
存
在
し
ま
す
。私
た
ち
は
、

沖
縄
戦
が
人
々
の
心
か
ら
薄
れ
て
し
ま

わ
な
い
よ
う
に
沖
縄
戦
を
し
っ
か
り
と
心

に
記
録
し
、
次
世
代
に
正
し
く
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

糸満市平和祈念祭

右/平和の礎を奇麗にふき取る児童

中/合唱団アーテム＆SwingKingsの合唱

優しい歌声が会場に響きわたります

左/本市を拠点に活動する紅短歌会

「短歌で訴える平和」をテーマに７６首の短歌を朗読

沖縄全戦没者追悼式

右/我が子の手をとり

焼香する親子

上/平和の礎に向かって

涙する家族

中/約5,000人の参列者が

戦没者の御霊（みたま）に

祈りをささげしました

左/平和の火

厳しい暑さの中

平和の礎には朝早くから

多くの人が訪れていました

記録された沖縄戦

語られる沖縄戦

右/摩文仁国民学校で

教壇に立っていた

久保田千代子さんの

戦争体験講話

中上/三和中学校の

生徒が映写会の

ナレーションを担当

中下・左/悲惨な

沖縄戦の映像と

次々と流れてくる

沖縄戦証言者の声に

耳を傾ける皆さん

光洋小学校

音楽朝会

悲惨な沖縄戦を歌った

「月桃」の作詞・作曲者

海勢頭豊さんを招いて

全校児童が一緒に歌い

平和や命の尊さを

学びました

魂魄の塔

慰霊の日には

夜明けとともに

多くの県民が参拝に訪れ

周囲は花や供物で

埋めつくされます

魂魄の塔で戦没者に祈りをささげる家族連れ。献花台は

花束で溢れ、恒久平和を願う焼香の煙につつまれます



普
通
救
命
講
習
Ⅰ
の
開
催
に
つ
い
て

７
ＪＵＬＹ

く
ら
し
の

く
ら
し
の

情
報
情
報

くらしの情報　７月　Ｊｕｌｙ

お
知
ら
せ

　
住
民
基
本
カ
ー
ド
の
交
付
手
数
料

を
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
無
料
で

交
付
し
て
い
ま
す
。

※
住
民
基
本
カ
ー
ド
は
身
分
証
明
書

　
と
し
て
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　
消
防
本
部
で
は
、
市
民
へ
の
応
急

手
当
て
｛
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を

含
む
｝
の
普
及
啓
発
、
地
域
住
民
へ
の

救
急
医
療
に
対
す
る
意
識
の
高
陽
を

図
る
目
的
で
次
の
と
お
り
普
通
救
命

講
習
会
（
３
時
間
）
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
７
月
26
日
（
日
）
９
時
〜

場
所
　
消
防
本
部
２
階
講
堂

■
予
備
自
衛
官
補
〔
一
般
〕
予
定

応
募
資
格
　
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

試
験
日
　
10
月
17
日
〜
19
日

受
付
期
間
　
7
月
21
日
〜
10
月
9
日

■
予
備
自
衛
官
補
〔
技
能
〕
予
定

応
募
資
格
　
18
歳
以
上
で
国
家
免
許

　
資
格
等
を
有
す
る
者

試
験
日
　
10
月
17
日
〜
19
日

受
付
期
間
　
7
月
21
日
〜
10
月
9
日

問
い
合
わ
せ
先
　
自
衛
隊
沖
縄
地
方

　
協
力
本
部
島
尻
分
室

　
　
9
9
2
・
4
1
4
1

自
衛
官
募
集
案
内

　
中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
で
働

く
従
業
員
の
た
め
の
外
部
積
立
型
の

国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
掛
金
助
成

や
税
法
上
の
優
遇
な
ど
、
有
利
な
特

典
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

問
い
合
わ
せ
（
独
）
勤
労
者
退
職
金

　
共
済
機
構
　
中
小
企
業
退
職
金
共

　
済
事
業
本
部
　

　
　
０
３
・
３
４
３
６
・
０
１
５
１

退
職
金
は
国
の
制
度
で

救
急
救
助
係
　
９
９
２
・
３
６
６
１

住
民
基
本
カ
ー
ド
の
手
数
料
無

料
に
つ
い
て

市
民
課
　
８
４
０
・
８
１
２
５

国
保
加
入
者
で
入
院
し
て
い
る
方
へ

　
入
院
時
の
１
ヶ
月
ご
と
の
窓
口
負

担
額
を
、
限
度
額
ま
で
と
す
る
『
限
度

額
適
用
認
定
証
』
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
世
帯
員
の
市
民
税
課
税
状
況
に
応

じ
た
認
定
証
が
発
行
さ
れ
ま
す
の
で
、

入
院
の
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
70
歳
〜
74
歳
ま
で
の
方
（
高
齢
者

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
）
は
、
非

課
税
世
帯
の
場
合
の
み
『
限
度
額
適

　

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
』
が

発
行
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
現
在
交
付
さ

れ
て
い
る
『
限
度
額
適
用
認
定

証
』
・
『
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
』
は
７
月
末
日
ま
で

の
有
効
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
認
定
証
が
必
要
な
方
（
入
院

し
て
い
る
方
）
は
８
月
３
日
か
ら
切

替
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
保
険
証
、
世
帯
主
の
印
鑑
（
１
年

　
の
う
ち
に
90
日
を
越
え
て
入
院
し

　
て
い
た
方
は
入
院
期
間
の
確
認
で

　
き
る
領
収
書
等
）

限
度
額
適
用
認
定
証
・
標
準
負
担
額

認
定
証
の
切
替
え
・
交
付
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
課
　
８
４
０
・
８
１
２
７

　
現
在
『
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
』

を
お
持
ち
の
方
は
、
７
月
末
日
ま
で

の
有
効
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
（
平
成
20
年
分
）
の

所
得
申
告
を
終
え
た
方
に
つ
い
て
は
、

８
月
中
に
更
新
さ
れ
た
受
療
証
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、
来
所
手
続
き
は
不

要
で
す
。
対
象
者
で
所
得
申
告
が
ま

　

だ
の
方
は
、
早
め
に
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

特
定
疾
病
療
養
費
受
療
証
の
切

替
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
課
　
８
４
０
・
８
１
２
７

長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）
制

度
被
保
険
者
の
皆
様
へ

　
平
成
21
年
８
月
か
ら
被
保
険
者
証

が
切
り
替
わ
り
ま
す
（
有
効
期
限
が

平
成
22
年
７
月
31
日
と
な
り
ま
す
）。

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
７
月
下
旬

ま
で
に
、
糸
満
市
役
所
か
ら
郵
送
又

は
窓
口
等
で
交
付
し
ま
す
。
被
保
険

者
証
が
届
い
た
ら
、
住
所
・
氏
名
・

一
部
負
担
金
の
割
合
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

平
成
21
年
度
8
月
か
ら
被
保
険

者
証
が
切
り
替
わ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
課
　
８
４
０
・
８
１
２
７

場
所
　
公
設
市
場
Ａ
棟
（
精
肉
・
鮮

　
魚
店
の
あ
る
建
物
）
　
　
　

広
さ
　
12
㎡
　
　
　
　
　
　
　
　
　

使
用
料
　
１
ヶ
月
　
５
、
５
６
０
円

用
途
　
食
料
品
・
雑
貨
　
　
　

申
し
込
み
締
め
切
り
　
７
月
17
日
　

　
複
数
の
場
合
抽
選
と
な
り
ま
す
。

糸
満
市
中
央
市
場
（
公
設
市
場
）

店
舗
入
居
者
募
集

商
工
観
光
課
　
８
４
０
・
８
１
３
７
　

資
格
要
件
　
運
転
免
許
取
得
者
で
介

　
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
有
す
る

　
方
又
は
保
健
、
医
療
、
福
祉
に
関
す

　
る
知
識
を
有
す
る
方

年
齢
　
概
ね
55
歳
ま
で

業
務
内
容
　
要
介
護
認
定
等
に
係
る

　
認
定
調
査
（
訪
問
調
査
）

勤
務
条
件
　
月
額
17
万
円
、
社
会
保

　

　
険
・
雇
用
保
険
あ
り

任
用
期
間
　
６
ヵ
月
間
（
平
成
21
年

　
10
月
採
用
予
定
、
更
新
可
能
）

勤
務
時
間
　
週
５
日
（
月
〜
金
）
９

　
時
〜
16
時
　
　
　
　
　
　
　
　

募
集
人
員
　
１
名

応
募
方
法
　
履
歴
書
に
資
格
免
許
証

　
の
写
し
を
添
付
し
提
出

募
集
期
間
　
７
月
６
日
〜
７
月
21
日

　
　

介
護
認
定
調
査
業
務
等
嘱
託
員
募
集

介
護
長
寿
課
　
８
４
０
・
８
１
３
３

日
時
　
７
月
11
日
（
土
）

集
合
時
間
　
午
前
9
時
、
し
尿
処
理
場

　
西
側
に
集
合

作
業
内
容
　
午
前
中
の
作
業
で
空
き

　
缶
、
ゴ
ミ
拾
い
、
道
具
は
市
が
準
備

問
い
合
わ
せ
　
議
会
事
務
局

　   

8
4
0
・
8
１
０
０
　
　
　

　
文
化
課
で
は
、
土
井
ヶ
浜
遺

跡
・
人
類
学
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
合
同

で
、
摩
文
仁
ハ
ン
タ
原
遺
跡
の
発

掘
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
発
掘

で
出
土
し
た
縄
文
人
骨
と
貝
輪
な

ど
の
遺
物
の
展
示
と
説
明
、
調
査

風
景
の
写
真
展
示
を
行
い
ま
す
。

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
来
跡

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
7
月
11
日
（
土
）

　
10
時
30
分
〜
12
時

場
所
　
摩
文
仁
ハ
ン
タ
原
遺
跡

（
健
児
之
塔
駐
車
場
集
合
）

問
い
合
わ
せ
　
文
化
課

　
　
8
4
0
・
8
1
6
2

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
美
化
清

掃
お
よ
び
「
ご
み
の
ポ
イ
捨

て
防
止
公
開
パ
ト
ロ
ー
ル
」

に
つ
い
て

摩
文
仁
ハ
ン
タ
原

遺
跡
現
場
説
明
会

日
時
　
８
月
８
日
（
土
）
午
前
９
時

　
〜
正
午

駐
車
場
所
　
与
座
区
（
下
与
座
産
業

　
事
務
所
前
駐
車
場
）
に
駐
車
し
て
約

　
２
０
０
m
先
の
清
掃
場
所
に
集
合

清
掃
場
所
　
与
座
区
・
報
得
川
（
大

　
川
橋
）
付
近
の
河
川
沿
い
（
約
１
０

　
０
m
）

問
い
合
わ
せ
　
生
活
環
境
課

　
　
８
４
０
・
８
１
２
４

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
美
化
清

掃
（
報
得
川
の
美
化
）

8月1日（土）・９時～17時
■巡見　9時～12時
　集合場所　サザンビーチホテル＆リゾート

　（糸満市西崎1-6-1）

　巡見箇所　白銀堂および周辺・幸地腹・赤比

　　儀腹門中墓（参加料・バス代５００円）

　申込み締切　７月28日

■シンポジウム　13時30分～17時30分
　会場　サザンビーチホテル＆リゾート２階ボールルーム
　参加料　1,000円（コーヒー等の飲み物代込み）
　プロローグ
　「絵本に見る『白銀岩の由来』」
　　糸満読み聞かせ会「日々草」による朗読と映像
　基調報告
　「二つの白銀岩の由来をめぐる諸問題」
　　講師　金城　善（糸満市役所商工観光課長）
　講演１「近世琉球と薩摩」
　　講師　原口　泉（鹿児島大学法文学部教授）
　講演２「志布志と琉球」
　　講師　上原　兼善（岡山大学特任教授）

■交流会　18時～　レストラン（参加料3,000円）

7月、8月、9月はビーチ利用者

との混乱によるトラブルを避

けるためやむを得ず休止する

ことになりました。10月の第2

日曜から再開します。変わらぬ

ご愛顧宜しくお願いします。

　

美々ビーチフリーマーケ

ットの一時休止について

美々ビーチ 840-3451

13 12

糸満市の火災・救急

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

ラジオ広報 FMたまん

糸満市の人口

平成21年5月末日現在

（　　）内は平成21年累計

世帯数

男

女

総人口

外国人登録者

21,604（+27）

29,240（+5）

28,990（+21）

58,230（+26）

159（-3）
平成21年5月末現在

平成18年10月1日現在

①7時45分～7時50分
②12時55分～13時
③17時55分～18時
④12時55分～13時

月～金

土・日

糸満市役所だより

ラジオ回覧板
毎週月～金 12時～12時50分

お知らせ

健康

子育て

催し・講座

相談　

P12

P16

P16

P17

P22

総面積　46.63km2

災害種別

5月の火災

5月の救急

件　数

7（12）

190（930）

前年比

7

-110
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くらしの情報　７月　Ｊｕｌｙ

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
に
つ

い
て

児
童
家
庭
課
　
８
４
０
・
８
１
３
１

　
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
方
は
、
受
給
資
格
確
認
の
た

め
「
現
況
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

対
象
者
に
は
通
知
し
ま
す
の
で
指
定

日
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
指
定
日

に
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
、
次
の
期

間
内
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
提
出
が

な
い
場
合
、
８
月
分
以
降
の
手
当
が

受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
平
成
20
年
２
月

の
法
改
正
に
よ
り
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
中
の
方
で
手
当
受
給
か
ら
5
年

ま
た
は
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら

7
年
を
経
過
し
た
方
の
手
当
が
減
額

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
必
要
書
類
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
減
額
の

対
象
外
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
現
況
届
と
あ
わ
せ
て
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
（
減
額
対
象
者
に
は
通
知
書

に
同
封
し
て
あ
り
ま
す
）。

日
時
　
8
月
3
日
（
月
）
〜
14
日
（
金
）  

　
※
土
・
日
を
除
く
。
9
時
〜
11
時

　
30
分
、
13
時
〜
17
時

場
所  

市
役
所
２
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

母
子
・
父
子
家
庭
等
医
療
費
助

成
受
給
者
の
現
況
届
に
つ
い
て

児
童
家
庭
課
　
８
４
０
・
８
１
３
１

　
現
在
、
母
子
・
父
子
家
庭
等
医
療

費
助
成
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
有

効
期
限
が
平
成
21
年
7
月
31
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
資
格

を
更
新
す
る
た
め
に
は
「
現
況
届
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。
対
象
者
に
は

通
知
し
ま
す
の
で
、
指
定
日
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
指
定
日
に
都
合
の

つ
か
な
い
方
は
、
次
の
期
間
内
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付
は
児
童
扶

養
手
当
と
併
せ
て
行
い
ま
す
。

日
時
　
8
月
3
日
（
月
）
〜
14
日
（
金
）  

　
※
土
・
日
を
除
く
。
9
時
〜
11
時

　
30
分
、
13
時
〜
17
時

場
所  

市
役
所
２
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
事
業

児
童
家
庭
課
　
８
４
０
・
８
１
３
１

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
母
子
家
庭

の
母
で
就
職
に
際
し
て
の
技
能
取
得
、

資
格
取
得
を
目
指
す
者
に
給
付
金
制

度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者
　
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を

　
　
　
受
け
て
い
る
か
、
同
様
の
所

得
水
準
に
あ
る
者
で
、
か

つ
適
職
に
就
く
た
め
に
教

育
訓
練
を
受
け
る
こ
と
が

必
要
な
者

対
象
講
座
　
雇
用
保
険
制

　
度
の
教
育
訓
練
給
付
の

　
指
定
講
座
（
ホ
ー
ム
ヘ

　
ル
パ
ー
養
成
講
座
・
パ

　
ソ
コ
ン
講
座
・
医
療
事

　
務
講
座
等
）
　
　

支
給
額
　
対
象
講
座
の
受

　
講
料
の
40
％
に
相
当
す

　
る
額
（
上
限
20
万
円
、

　
下
限
8
千
円
）
※
受
講

　
開
始
前
に
事
前
相
談
が

　
必
要
で
す
。

申
請
窓
口
　

　
児
童
家
庭
課
　

■
該
当
す
る
方

低
所
得
Ⅰ
　
世
帯
員
全
員
が
住
民
税

　
非
課
税
で
、
そ
の
世
帯
の
各
所
得
が

　
必
要
経
費
・
控
除
（
年
金
所
得
は

　
控
除
額
を
80
万
円
と
し
て
計
算
）

　
を
差
し
引
い
た
と
き
0
円
と
な
る
方

低
所
得
Ⅱ
　
世
帯
員
全
員
が
住
民
税

　
非
課
税
の
方
（
低
所
得
Ⅰ
に
該
当

　
す
る
方
を
除
く
）

■
手
続
き
方
法

　
申
請
し
た
月
の
初
日
か
ら
適
用
と

　
な
り
ま
す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ

　
る
方
は
、
国
民
健
康
保
険
課
長
寿

　
医
療
係
で
「
限
度
額
適
用
・
標
準

　
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
交
付
を

　
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
す
で
に
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

　
担
額
減
額
認
定
証
」
を
お
持
ち
の

　
方
へ

　
現
在
お
持
ち
の
減
額
認
定
証
の
有

　
効
期
限
は
7
月
末
日
で
す
。
有
効

　
期
限
が
過
ぎ
る
と
使
用
で
き
ま
せ

　
ん
の
で
、
更
新
手
続
き
が
必
要
と

　
な
り
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
物

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

　
印
鑑

■
入
院
時
に
お
け
る
自
己
負
担
限
度
額

介
護
保
険
料
減
免
制
度
の
お
知

ら
せ

介
護
長
寿
課
　
8
4
0
・
8
1
3
3

 

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
、
特
別
な
要

件
に
該
当
し
、
介
護
保
険
料
の
納
付

が
困
難
に
な
っ
た
場
合
、
介
護
保
険

料
を
減
免
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

次
の
減
免
に
該
当
す
る
要
件
等
を
ご

確
認
の
う
え
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
65
歳
以
上
の
方
は
、
介
護
長
寿
課

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

減
免
の
対
象
と
な
る
方

１
．
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方     

　
の
う
ち
、
減
免
が
必
要
だ
と
認
め

　
ら
れ
る
方

①
災
害
等
に
よ
り
住
宅
、
家
財
に
著

　
し
い
損
害
を
受
け
た
方

②
生
計
維
持
者
の
収
入
が
長
期
入
院

　
等
に
よ
り
著
し
く
減
少
し
た
方

③
生
計
維
持
者
の
収
入
が
失
業
、
事

　
業
の
休
廃
止
な
ど
に
よ
り
著
し
く

　
減
少
し
た
方

④
生
計
維
持
者
の
収
入
が
干
ば
つ
等

　
に
よ
る
農
作
物
の
不
作
、
不
漁
等

　
に
よ
り
著
し
く
減
少
し
た
方

⑤
被
保
険
者
本
人
の
保
険
料
段
階
が

　
第
２
段
階
ま
た
は
第
３
段
階
に
該

　
当
し
、
世
帯
の
収
入
額
が
生
活
保

　
護
の
基
準
額
以
下
の
方

⑥
被
保
険
者
本
人
の
保
険
料
段
階
が

　
第
５
段
階
か
ら
第
８
段
階
ま
で
の

　
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
債
務
返
済

　
の
た
め
に
居
住
用
財
産
を
譲
渡
し

　
た
方

⑦
国
外
居
住
ま
た
は
刑
務
所
な
ど
へ

　

　
の
拘
禁
に
よ
り
、
保
険
給
付
を
受

　
け
ら
れ
な
い
方

２
．
被
保
険
者
本
人
の
保
険
料
段
階

　
が
第
２
段
階
ま
た
は
第
３
段
階
に

　
該
当
し
、
次
の
全
て
の
要
件
を
満

　
た
す
方

①
世
帯
全
員
の
所
得
が
な
い
こ
と

②
世
帯
の
年
間
収
入
額
が
50
万
円
未

　
満
で
あ
る
こ
と
（
世
帯
員
が
３
人

　
以
上
の
場
合
は
、
３
人
目
か
ら
14

　
万
5
千
円
を
加
算
）

③
市
民
税
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

　
な
い
こ
と

④
市
民
税
課
税
者
と
生
計
を
と
も
に

　
し
て
い
な
い
こ
と

⑤
資
産
等
を
活
用
し
て
も
な
お
生
活

　
が
困
窮
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
こ
と

⑥
無
年
金
者
で
あ
る
こ
と
（
※
年
金

　
受
給
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の
者

　
を
含
む
）

　
経
済
的
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
は
、
申
請
を
し
て
承
認
さ
れ
れ

ば
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る

「
保
険
料
免
除
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

平
成
21
年
度
の
免
除
申
請
が
7
月
1

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
（
全
額
免
除
と

若
年
者
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
、

か
つ
、
継
続
申
請
を
希
望
さ
れ
て
い

る
方
は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
所
得
審
査
の
た
め
、
申
告
等

を
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）。

■
全
額
免
除
制
度

　
保
険
料
の
全
額
（
１
４
、
６
６
０

円
）
が
免
除
。
全
額
免
除
さ
れ
た
期

間
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
と

き
に
比
べ
年
金
額
が
3
分
の
１
と
し

て
計
算
さ
れ
ま
す
。

■
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
制
度

　
保
険
料
の
一
部
を
納
付
、
残
り
の

保
険
料
は
免
除
。
一
部
納
付
は
3
種

類
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
額
と
年

金
額
の
計
算
は
次
の
と
お
り
で
す
。

4
分
の
1
納
付
（
３
、
６
７
０
円
）
、

半
額
納
付
（
７
、
３
３
０
円
）
、
4
分

の
３
納
付
（
１
１
、
０
０
０
円
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
部
納
付
制
度
は
、
納
付
す
べ
き

一
部
保
険
料
を
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、

そ
の
期
間
の
一
部
免
除
が
無
効
と
な

る
た
め
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
の

額
に
反
映
さ
れ
ず
、
ま
た
、
障
害
や
死

亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
生
じ
た

場
合
に
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
免
除
申
請
に
必
要
な
も
の

本
人
の
場
合
　
身
分
確
認
が
で
き
る

　
も
の
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険

　
証
等
）

同
世
帯
の
家
族
が
申
請
す
る
場
合
　

　
身
分
確
認
が
で
き
る
も
の
お
よ
び

　
免
除
申
請
者
の
印
鑑
。

別
世
帯
の
方
が
申
請
す
る
場
合

　
身
分
確
認
が
で
き
る
も
の
お
よ
び

　
免
除
申
請
者
の
印
鑑
と
委
任
状
。

退
職
（
失
業
）
し
た
方
が
申
請
す
る
場
合

　
離
職
票
又
は
雇
用
保
険
受
給
者
証
。

学
生
納
付
特
例
の
方
が
申
請
の
場
合

　
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
（
コ

　
ピ
ー
で
も
可
）。

※
転
入
の
方
は
転
出
先
の
市
町
村
か

　
ら
の
所
得
証
明
書
を
添
付
し
て
く

　
だ
さ
い
。

■
免
除
申
請
さ
れ
た
保
険
料
の
追
納

　
に
つ
い
て

　
免
除
又
は
猶
予
さ
れ
た
保
険
料
に

つ
い
て
は
、
10
年
以
内
に
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
2
年
を

経
過
し
た
分
に
つ
い
て
は
、
当
時
の

保
険
料
に
加
算
額
が
付
き
ま
す
。
　

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
の
交
付
申
請
を
！

国
民
健
康
保
険
課
　
8
4
0
・
8
1
２
７

　
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
と
は
、
長
寿
医
療
（
後
期
高
齢

者
医
療
）
制
度
で
は
、
入
院
時
の
一
部

負
担
金
と
食
事
代
を
減
額
す
る
た
め

の
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

7
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
申
請
が
始
ま
り
ま
す

市
民
課
　
8
4
0
・
8
1
２
５

市民の皆様のご協力とご理解をお願いします。

市庁舎の駐車場には、障害者の方々の乗り降り

の利便性を考え「障害者専用駐車スペース」

が設けられています。しかしそのスペースに、

障害者ではない方々のご利用が目立ちます。そ

のような利用で、障害者の方々が大変苦しい思

いをしています。なにとぞ、市民の皆様のご協

力とご理解をお願いします。

問い合わせ

社会福祉課障害福祉係　　840-8130

所　得
区　分

入院時の世帯単位
の自己負担限度額
（月額）

標準負担額（入院時の1食当たりの
食事代）

低所得Ⅰ 15,000円 100円

260円

210円

160円

90日までの入院

過去12カ月以内に90日

を超える入院

24,600円

44,400円

低所得Ⅱ

一般

日時　平成21年7月31日（金）19:30～21:30

場所　糸満市社会福祉センター　大ホール

内容　鹿児島大学大学院 臨床心理学研究科 準教授

    土岐篤史医師による講演

対象　市内の発達障がいを抱える保護者、関係機関、

　支援者、関心がある方

資料代　1,000円(当日徴収)

問い合わせ　糸満市障害者生活支援センター陽だ

　まり　840-8468　Eメール　wgnkn257@ybb.ne.jp

※予約を優先に受付とします。7月17日(金)まででき

　るだけ事前予約をお願いします。団体の場合には

　各団体ごとまとめてお願いします。

講演「発達障がい児支援の在り方
について　～支援者、保護者の役
割について～」
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催
し
・
講
座

くらしの情報　７月　Ｊｕｌｙ

健
　
康

特
定
健
診
は
家
計
に
お
得
！

健
康
推
進
課
　
８
４
０
・
８
１
２
６

　
特
定
健
診
は
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
全
て
の
人
が
対
象
で
、
肝
機
能
、

腎
機
能
、
血
糖
値
、
尿
酸
値
、
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
等
の
検
査
を
行
い
ま
す
。

も
し
特
定
健
診
を
医
療
機
関
で
実
費

で
受
診
す
る
と
6
、
7
0
0
円
も
か

か
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
糸
満
市
の

国
保
加
入
者
は
無
料
で
受
診
で
き
ま

す
。
い
っ
た
ん
糖
尿
病
や
脳
卒
中
等

を
患
っ
て
し
ま
う
と
、
日
常
生
活
に

支
障
を
き
た
す
ば
か
り
で
な
く
、
医

療
費
も
高
額
と
な
り
、
家
計
を
大
き

く
圧
迫
し
ま
す
。
1
年
に
た
っ
た
の

1
回
、
わ
ず
か
１
〜
２
時
間
の
無
料

の
健
診
を
受
け
る
だ
け
で
、
そ
れ
ら

の
重
大
な
病
気
に
な
る
可
能
性
が
と

て
も
低
く
な
り
ま
す
。
特
定
健
診
は

お
近
く
の
公
民
館
等
の
他
、
多
数
の

医
療
機
関
で
受
診
で
き
ま
す
。
受
診

券
は
4
月
に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

紛
失
し
た
方
に
は
再
発
行
も
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
健
康
推
進
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

赤
ち
ゃ
ん
教
室
の
お
知
ら
せ

健
康
推
進
課
　
８
４
０
・
８
１
２
６

　
育
児
で
困
っ
て
い
る
こ
と
や
楽
し

さ
を
他
の
お
母
さ
ん
や
保
健
師
と
一

緒
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ど
う
ぞ
、

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
7
月
29
日
（
水
）
13
時
30
分

　
〜
16
時

場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぬ
く

　
ぬ
く
（
座
波
保
育
所
隣
）

対
象
　
生
後
２
〜
5
ヶ
月
児
の
親
子

内
容
　
体
重
測
定
・
育
児
相
談
・
予

　
防
接
種
相
談

※
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ

　
い
（
当
日
の
体
重
を
記
入
し
ま
す
）

有
機
農
法
に
よ
る
家
庭
菜
園
教
室

糸
満
観
光
農
園
　
９
９
７
・
２
７
９
３

日
時
　
７
月
18
日
（
土
）
10
時
〜
11
時

　
30
分

場
所
　
糸
満
観
光
農
園
ガ
ラ
ス
館

募
集
人
員
　
20
名
程
度

受
講
料
　
１
、
０
０
０
円
　
　
　

内
容
　
肥
料
工
場
見
学
（
大
城
有
機

　
肥
料
等
）

第
21
回
親
子
木
工
教
室

日
時
　
7
月
25
日
（
土
）
〜
26
日
（
日
）

場
所
　
光
建
設
株
式
会
社
構
内

問
い
合
わ
せ
　
光
建
設
株
式
会
社

　
　
９
９
４
・
５
６
３
５

糸
満
観
光
農
園
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

７
月
ス
タ
ー
ト
　
参
加
者
募
集

糸
満
観
光
農
園
　
９
９
７
・
２
７
９
３

日
時
　
毎
月
第
３
日
曜
日
　
９
時
〜
12
時

場
所
　
糸
満
観
光
農
園

出
店
受
付
　
８
時
か
ら
先
着
１
０
０

　
名
（
料
金
・
１
件
　
５
０
０
円
）

福
祉
体
験
in
糸
満
市
役
所
の
開
催

に
つ
い
て

社
会
福
祉
協
議
会
　
９
９
４
・
０
５
６
３

社
会
福
祉
協
議
会
　
９
９
４
・
０
５
６
３

内
容
　
市
民
を
対
象
に
車
い
す
や
高

齢
者
疑
似
体
験
等
を
行
い
、
福
祉

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

社
協
活
動
資
金
造
成
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
演
芸
の
つ
ど
い

社
会
福
祉
協
議
会
　
９
９
４
・
０
５
６
３

真
栄
里
大
綱
引
写
真
展

日
時
　
7
月
21
日
（
火
）
〜
7
月
31
日

（
金
）
※
土
日
休
み 

8
時
30
分
〜
17
時

　
15
分
（
最
終
日
は
13
時
ま
で
）

場
所
　
市
役
所
2
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

撮
影
者
　
米
蔵
貴
史
・
菊
池
紀
之

文
化
課
　
８
４
０
・
８
１
６
２

ミ
ニ
花
展

日
時
　
7
月
22
日
（
水
）
〜
7
月
24
日

（
金
）
8
時
30
分
〜
17
時
　
※
24
日
の

　
最
終
日
は
、
16
時
ま
で

場
所
　
糸
満
市
役
所
１
F
市
民
ホ
ー
ル

文
化
課
　
８
４
０
・
８
１
６
２

日
時
　
7
月
25
日
（
土
）

　
第
1
回
公
演
14
時
〜
・
第
2
回
公

　
演
17
時
〜

場
所
　
糸
満
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

入
場
料
　
１
、
0
0
0
円

日
時
　
8
月
3
日
（
月
）
〜
7
日

（
金
）
午
前
の
部
（
10
時
〜
12
時
）

　
午
後
の
部
（
14
時
〜
16
時
）

場
所
　
糸
満
市
役
所
1
階
市
民
ホ
ー
ル

日
時
　
７
月
14
日
（
火
）
14
時
〜
16

　
時
頃
ま
で

場
所
　
グ
ル
ー
プ
リ
ビ
ン
グ
千
寿
　

　
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル
（
国
道
３
３

　

　
１
号
線
沿
　
市
立
中
央
図
書
館
入

　
り
口
近
く
）

講
師
　
山
城
涼
子
氏
（
精
神
保
健
福

　
祉
士
）

内
容
「
地
域
で
精
神
障
害
者
と
家
族

　
を
支
え
る
た
め
に
」

対
象
　
精
神
障
害
者
を
か
か
え
る
家

　
族
お
よ
び
関
心
の
あ
る
一
般
市
民

中
央
公
民
館
講
座

　
　
　
　
　
　 

９
９
２
・
２
８
６
９

■
海
の
学
校
　
カ
イ
（
ウ
ェ
ー
ク
）

　
を
手
作
り
し
て
サ
バ
ニ
を
漕
い
で

　
み
よ
う
。

日
時
　
７
月
25
日
（
土
）
・
８
月
２
日

（
日
）
・
８
月
８
日
（
土
）

　
10
時
〜
12
時

定
員
　
４
年
生
以
上
10
人
（
親
子
可
）

受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
材
料
費
実

　
費
負
担
）

申
し
込
み
　
７
月
13
日
〜
17
日

■
折
り
紙
講
座
　
折
り
紙
の
動
物
園

　
を
作
ろ
う
。

日
時
　
８
月
６
日
（
木
）
13
時
〜
16
時

定
員
　
20
人
　
低
学
年
は
親
子
同
伴

受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
材
料
費
実

　
費
負
担
）

申
し
込
み
　
７
月
16
日
〜
22
日

■
絵
画
講
座
　

日
時
　
７
月
28
日
（
火
）
・
８
月
４
日

（
火
）
・
11
日
（
火
）
・
18
日
（
火
）

　
10
時
〜
12
時

定
員
　
15
人
（
受
講
無
料
）
　

申
し
込
み
　
７
月
16
日
〜
22
日

■
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
ご
相
談
く

　
だ
さ
い

　
失
業
の
た
め
納
付
が
困
難
、
分
割
で

　
納
付
し
た
い
等
、
保
険
税
の
支
払
い

　
が
で
き
な
い
と
き
は
、
滞
納
の
ま
ま

　
に
せ
ず
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
申
請
に
よ
っ
て
保
険
税
の
減
免
が

　
認
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
所
得
申
告
は
お
済
で
し
ょ
う
か
？

　
保
険
税
の
う
ち
、
前
年
中
の
所
得
を

　
基
に
計
算
す
る
所
得
割
が
あ
り
ま

　

　
す
。
所
得
申
告
が
無
い
と
所
得
を

　
把
握
で
き
な
い
為
に
保
険
税
の
軽

　
減
や
さ
ま
ざ
ま
な
給
付
（
入
院
時

　
の
食
事
代
や
高
額
療
養
費
の
支
給

　
な
ど
）
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り

　
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
所
得
申
告

　
が
ま
だ
の
方
は
所
得
申
告
を
お
願

　
い
し
ま
す
。

■
届
出
は
お
早
め
に

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
り
、

　
や
め
た
り
す
る
と
き
は
14
日
以
内

　
に
窓
口
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
届

　
出
が
お
く
れ
る
と
、
さ
か
の
ぼ
っ
て

　
保
険
税
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
、
ま

　
た
届
出
前
の
保
険
証
が
無
い
期
間

　
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
日
曜
納
付
相
談
窓
口
を
開
設

　
毎
月
（
12
月
を
除
く
）
第
４
日
曜

　
日
の
午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時
ま

　

で
、
保
険
税

の
納
付
相
談

窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

平
日
来
所
で

き
な
い
方
は

ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
国
民
健
康

保
険
税
に
関

す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
国

民
健
康
保
険

課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■保険税の納期

　保険税は年度（４月から翌年３月まで）ごとに

　計算し、８期に分けて納めます。それぞれの納

　期は次のようになっています。

■介護分の限度額が変わります。

国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
が
7

月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
課
　
8
4
0
・
8
1
２
７

国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
が
７
月
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
納
め
忘
れ
が
無
い

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

精
神
保
健
福
祉
講
演
会
・
座
談

会
の
案
内

１期 2期 3期 4期

平成20年度

470,000円

680,000円

120,000円

90,000円

470,000円

690,000円

120,000円

平成21年度

5期 6期 7期 8期

７月

医療分

支援分

介護分

計

国
民
健
康
保
険
税

８月 ９月 10月 11月 12月 1月翌
年 ２月

100,000円

健
康
推
進
課
　
８
４
０
・
８
１
２
６

■
七
夕
会

　
星
に
願
い
を
。
み
ん
な
で
ゲ
ー
ム

を
し
た
り
ク
ッ
キ
ン
グ
（
ス
タ
ー

ク
ッ
キ
ー
）
を
し
た
り
楽
し
も
う

日
時
　
７
月
７
日
（
火
）
16
時
〜
17
時

参
加
費
　
１
０
０
円
　

■
健
康
講
習
会
「
メ
タ
ち
ゃ
ん
さ
よ

　
う
な
ら
」

日
時
　
７
月
18
日
　
17
時
30
分
〜
19
時

参
加
費
　
無
料

講
師
　
西
村
弘
美
（
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク

　
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

持
参
　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
か
バ
ス
タ
オ

　
ル
・
運
動
く
つ
・
運
動
の
で
き
る

　
服
装
・
汗
ふ
き
タ
オ
ル
・
水
筒
。

子
育
て

西
崎
太
陽
児
童
セ
ン
タ
ー

９
９
２
・
４
２
２
８

■
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
づ
く
り

日
時
　
７
月
30
日
（
木
）

材
料
費
　
１
０
０
円
（
定
員
20
人
）

■
お
ば
け
や
し
き

日
時
　
８
月
１
日
（
土
）
13
時
〜
17
時

■
う
ち
わ
作
り

日
時
　
８
月
６
日
（
木
）

※
敬
老
の
日
の
贈
り
物
を
一
緒
に
制

　
作
し
よ
う
！
（
定
員
15
人
）

■
ま
あ
ら
祭
り

年
に
一
度
の
大
き
な
お
祭
り
で
す
！

日
時
　
８
月
８
日
（
土
）

■
カ
レ
ー
作
り

日
時
　
８
月
13
日
（
木
）
定
員
10
人

■
空
き
缶
万
華
鏡
作
り

日
時
　
８
月
14
日
（
金
）

■
親
子
通
園
行
っ
て
い
ま
す

お
子
さ
ん
の
発
達
が
気
に
な
る
な
と

感
じ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

活
動
日
時
　
火
曜
日
（
３
歳
未
満
児
）

　

10
時
〜
12
時
・
水
、
金
曜
日
（
３
歳
以

上
児
）
10
時
〜
12
時

が
じ
ゅ
ま
る
児
童
セ
ン
タ
ー

９
９
５
・
１
９
３
７

７
月
の
育
児
講
座

①
乳
児
の
健
康
発
達
相
談
・
７
月
８
日

②
簡
単
手
作
り
お
や
つ
・
７
月
15
日

③
マ
マ
の
ス
ト
レ
ッ
チ
・
７
月
22
日

④
わ
ら
べ
歌
を
楽
し
も
う
・
7
月
29
日

　

※
毎
週
水
曜
日
の
午
前
中
。
予
約
が

　
必
要
で
す

子
育
て
ひ
ろ
ば
　
３
つ
の
公
民
館
に

　
セ
ン
タ
ー
職
員
が
出
向
き
「
子
育

　
て
ひ
ろ
ば
」
を
行
い
ま
す
。
ど
な

　
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
　

米
須
公
民
館
　
第
１
・
３
火
曜
日

大
川
公
民
館
　
第
２
・
４
火
曜
日

潮
平
県
営
高
層
住
宅
集
会
所

　
毎
週
木
曜
日

※
講
座
時
間
は
す
べ
て
10
時
〜
12
時

　
で
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぬ
く
ぬ
く

８
５
２
・
３
６
３
３



今月
の
表紙

自治自治
連絡員連絡員
会議会議

3ーC  会議室

7月21日

8月5日

○社会福祉協議会へ　伊敷修さん（与座）より故伊敷喜昭様の香

典返しとして5万円▼お詫びと訂正　6月号に掲載しました故上原

キヨ様を故上原ユキ様にお詫びして訂正します

○人材育成基金へ　ミュージカル「白銀堂」実行委員会（委員長

上原武信）より公演収益の一部を寄付金として１２２万１８７６

円▼新垣喜彦さん（那覇市）より寄付金として１万２千円

寄付　ご芳志ありがとうございます

19 18

○休館日

7/6・10・13・20・
21・27

○おはなし会

○夏休み子ども劇場
（入場無料）

日時　 7 / 1 1（土）・7 / 2 5
（土）・8/8（土）15時～　　
場所　おはなしのへや
　　

日時　８月９日（日）15時～16時

内容　人形劇・ボードビル・フィ
　ンガーアクション
出演　キリスト教短期大学児童文
　化研究サークル

○上映会
日時　7/19（日）14時～

場所　2階集会室

アニメ「ドルフィンブルー」

移動図書館　くろしお号
※悪天候時は運休。（　）内は滞在時間

995-3746
み な よ む

高嶺小学校
がじゅまる児童ｾﾝﾀｰ
与座区民館

13：30（40分）
16：10（30分）
17：00（30分）

Ａ　8/5

兼城ﾊｲﾂ集会所
潮平北側広場
阿波根宿舎

14：00（30分）
14：40（30分）
15：20（30分）

Ｂ　7/18　8/1

喜屋武小学校
さつきの城自治会館
米須団地

13：20（40分）
16：10（30分）
17：00（30分）

Ｄ　7/15　7/29

賀数公民館
おおたばる（賀数宿舎）
航空局糸満宿舎
願寿館
西崎１丁目集会所

10：00（30分）
10：40（40分）
14：00（30分）
14：40（30分）
15：20（30分）

Ｅ　7/11　7/25　8/8

西崎さくら公園
ﾊﾟｰｸﾀｳﾝ自治会館
潮平高層住宅
雇用促進住宅

10：40（40分）
14：00（30分）
14：40（30分）
15：20（30分）

Ｆ　7/19　8/2

真壁小学校　　 　
Ｇ　運休

兼城小学校　 　　13：30（20分）
Ｈ　7/14

日時：第1･3週水曜日「栄養に関する相談」9時～12時
　第2･4週水曜日「高血圧、糖尿病、肥満など生活習慣
　病に関すること、市民健診結果、運動についてのアド
　バイス、その他」9時～12時
場所：健康推進課　TEL：840-8126

健康についての悩みはこちらまで健康相談（予約制）

日時：毎週月曜日～金曜日　13時30分～17時
場所：社会福祉センター（ふれあい福祉相談室）
TEL：994－0563（内15)／ 852－3000 (専用)

ふれあい福祉相談

身体障害者相談員   櫻木かほる  (自)992－2723 (職)995－0789 
　　　　　　　　豊平朝清　992－4741
知的障害者相談員　栄盛圧美　（自）997-2119

県から委託を受けた方々です障害者相談

日時：毎週月曜日～金曜日　8時30分～17時30分
場所：市障害者支援センター陽だまり 
TEL：840－8468

生活・就労等に関する相談や支援障害者（児）相談　　

日時：毎週月曜日～金曜日　8時30分～17時
場所：糸満市地域包括支援センター
TEL：地域包括支援課　840-8114

在宅介護等に関して総合的に応じます高齢者相談

日時：平日 8時30分～17時30分 / 土･日･祝祭日 10時～17時
場所：沖縄女性相談所　TEL：854－1172　

女性相談所

日時：毎週火曜日～土曜日　10時～17時
場所：市青少年センター（がじゅまる児童センター内）
TEL：995－1957（gajimaru@southernx.ne.jp）

子育て相談

日時：毎月第2･4水曜日　13時30分～15時30分
定員：相談日の前日の９時から先着５名
場所：市民生活課(相談室）　TEL：840－8123

弁護士による法律相談無料法律相談

日時：毎月第1･2･3火曜日　14時～16時　市役所 2階相談室
TEL：金城栄子 994-5978　酒屋祐定 997-3117　國吉恒子 994-6117　　

役所の仕事に関する苦情や意見など行政相談

親子・夫婦・扶養・相続・いじめ等人権相談

日時：毎週月･火･水･木　9時～14時
場所：市民生活課
TEL： 840－8123　(※祝日は休み)

市民生活に関する相談に市民相談員が応じます市民相談 中
央
図
書
館

各
種
相
談

編集編集
後記後記

大物ゲット！

米須小学校  　 　13：30（30分）
Ｃ　7/16

那覇地方法務局 人権擁護課 TEL：854-1215
人権擁護委員：大城美根子  994-7076　伊敷康子　994-2208    野波トシ 994-9040
大城正清　997-2873　宮城美恵子　994-5708　上原研治  992-2941

ダイエット食品には目が

ない私｡配達にきた宅急

便の細くてイケメンの前

で父が「またダイエット

か」の一言に気まずい沈

黙。薬を飲んでいるから

大丈夫と思ってさらに食

欲倍増､この安心感＆悪

循環♪ダイエットは一向

に進みません。(あいみ)

広報いとまん総

務大臣賞受賞に、

たくさんの方からお祝い

の言葉をいただきました。

ありがとうございます。た

くさんの人に応援、支えら

れているんだなと実感し

ました。これからも県内外

に糸満市の魅力を発信し

続けていきたいと思いま

す。応援よろしくお願いし

ます♪（くだ）

4月から6月、沖縄近海の

マグロ漁がピークを迎え

ます。６月３日、糸満のマ

グロ漁船が約200キロ台

の本マグロを２匹釣り上

げ、漁港には家族、友人が

出迎えていました。写真

は、久々の大物を喜ぶ、

船長、上原仁さん（39）と

乗組員、上原守人さん

（31）のご家族の

みなさんです！

愛の血液助け合い運動

健康推進課　840-8126

7月は「愛の血液助け合い運

動」が全国一斉に実施されます。

継続的な血液確保のために、成

分献血100ml献血へのご理解と

ご協力をお願いします。






